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に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議
などの報告､講義 ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです ｡










ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの














2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所を赤で指
定 して下 さい｡
3)数式､記号の書 き方 は､Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､立体
([)､イタリック (_)､ゴシック (…)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､
大文字､小文字などを赤で指定 して下さい｡本誌は立体を基本としてタ
イプされますので､式にも必ず､イタリック､立体 を指示 して下 さい｡
また､著者校正はあ りませんので､特に区別 しにくい文字や記号なども
赤で指定 して下さい｡
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助 教 授 1名
機 械 シ ステ ム工 学 科 情 報 物 理 講 座
統 計 物 理 学 の分 野 (基 礎 理 論 又 は実 験 )
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研 究 指 導 で き る こ と｡
き る方
) ② 研 究 業 績 目録 (レ
等 毎 に分 額 の こ と)
(約 4 0 0字 程 度 )











































8 2 0 福 岡 県 飯 塚 市 川 津 6 8 0- 4
九 州 工 業 大 学 情 報 工 学 部 機 械 シ ス テ ム工 学 教 室 山崎 義 武
Tel0948-29-7761
Fax0948-29-7751
封 筒 に ｢情 報 物 理 応 募 書 類 ｣ と朱 書 し､ 書 留 で 送 付 の こ と｡
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当会の会費は前納制になっています｡ したがって､ 3月末 まで
に次年度分の会費をお支払い下 さい｡








送本の中止は volumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume
より送本中止 を希望 される場合､できるだけ早めに ｢退会届｣











員 とみな し､年会費 19,200円 (1Volume9,600円)です｡学
校､研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申し込み
時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かを
お知 らせ下 さい ｡ 当会の請求書類で支払いがで きない場合は､
貴校､貴研究所の請求書類 をご送付下 さい ｡
2.送本中止の場合 :
送本の中止は volumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume
より送本中止 を希望 される場合､できるだけ早めにご連絡下 さ
い ｡ 中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下
さい｡
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